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中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

伊

藤

泰

良日

本
稿
で
は
、
中
国
人
就
学
生
の
生
活
を
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
生
活
問
題
の
処
理
に
向
け
て
資
源
を
動
員
す
る
手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
来
日
以
前
に
所
有
し
て
い
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
来
日
以
降
ど
れ
だ
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
序
が
行
な
わ
れ
た
か
に
着
目
し
、
中
国
人
就
学
生
が
所
有
す
る
ネ
ツ

ト
ワ
1
ク
の
類
型
を
作
成
す
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
磁
場
L

(

野
沢
、

一
九
九
五
)
と
し
て
作
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
人
の
日
々
の
生
活
や
将
来
設
計
を
左
右
す
る
要
因
と
も
な
る
。
そ
こ
で
、
設
定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
を
独
立
変
数
と
し

て
用
い
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
活
圏
の
広
が
り
ゃ
日
本
へ
の
定
住
志
向
に
及
ぽ
す
影
響
を
考
察
し
た
い
。
分
析
に
際
し
て
は
、
一

九
九
四
年
六
月
に
神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
の
西
津
晃
彦
研
究
室
が
実
施
し
た
「
国
際
電
話
利
用
者
の
ニ

l
ズ
と
生
活
に
関
す
る
調
査
L

の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
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中
国
人
就
学
生
の
念
活
と
ネ
ッ
ト
ワ

i
ク

一、
は
む
め
に

日
本
で
は
、

一
九
八

O
年
震
後
よ
り
外
倒
人
在
留
者
数
が
増
加
慨
向
を
示
し
て
い
た
が
、

九
八

0
年
代
半
、
ば
の
男
性
単
身
者
を
中
心

と
し

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
額
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

人
々
の
間
で

題
L

と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

iま

。
年
後
の
一

ア
}
ふ
み

九
七
六
年
に
約
七

千
人
と
倍
近
く
に
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
こ
の

の
時
期
だ
ろ
う
。

っ
た
外
曹
人
在
仰
問
者
数

が
無
視
で
き
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
日
本
社
会

し
た
こ
と

れ
る
。
増
加
分
約
六

万
六
千
人

と
カミ

ら
だ
け
で
も

外
み際
る人
と三の
、増

ブ加

一
ブ
ジ
ル
と
ペ
ル
!
の
合
計
(
す
な

の
日
系
人
)

一
万
一
千
人
、

(
中
華
人
民
共
初
器
及
び
台
湾
出
身
者
)
が

-2 

そ
れ
ぞ
れ

分
の
一
程
度
を
占
め
、

そ
の
次
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
約
七
万

韓
日
?
朝
鮮
の
約
一
一
万

』
可
J

る
み
術
作一
…
…
チ
人
を
除
け
ば
、
抽
出
む
ア
ジ
ア
諸
国
出
の
増
加
が
そ
れ
ぞ
れ
一
万
人
以
下
℃
あ
る
こ
と
や
、
日
系
人
の
場
合
、
滞
在
や
就
労
に
有
利
な
在

留
資
格
を
得
ら
れ
る

と
そ
考
麗
す
る
と
、

の
増
加
分
の
大
き
さ
は
目
を
民
く
も
の
が
あ
る
。

の
は
、

九
八
八
年
一
一
月
の
い
わ
ゆ
る
「
上
海
事
件
」
で
あ
っ
た
。
こ

中
層
人
の
増
加
が
最
初
に
人
々

の
偽
造
に
頭
を
鶏
め
た
法
務
省
が
、

て
い
る
。
発
給
の
大
一
総
選
延
に
不
安
を
語
い

る
。
大
窪
出
身
就
学
生
の
来
司
は
、

一O
月
五

ザ
発
給
の
審
査
基
準
そ
強
化
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

ち
が
、
上
海
の
汀
本
総
領
事
館
に
押
し
か
け
た
と
い
う

の
内
容
で
あ

一
九
八
六
年
の
中
華
人
民
共
和
闘
政
府
に
よ
る

、
加
速
度
的
に

増
加
し
た
。

の
新
規
入
留
者
数

〉は、

一
、
一
九
九
人
だ
っ
た
の
が
、

… 、

一
六
人
、



一
七
八
人
、
八
八
年
に
は
二
万
八
、
二
五
六
人
と
爆
発
的
に
増
加
し
て

お
り
、
「
上
海
事
件
」
は
こ
う
し
た
状
況
下
で
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

就
学
生
が
急
増
し
た
背
景
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
側
の
私
費
留

学
の
自
由
化
や
、
日
本
に
お
け
る
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
の
実
施
が

あ
る
が
、
基
本
的
に
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
、
「
就
学
生
問
題
」
を
生
み
出
す
原
因
に
な
っ
た
。
八

0
年

代
後
半
は
、
悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
日
本
語
学
校
が
乱
立
し
、
莫
邦

富
が
「
第
三
陣
私
費
生
L

と
呼
ん
だ
よ
う
な
(
莫
、

一
九
九

O
)
、
出

稼
ぎ
目
的
の
就
学
生
も
少
な
く
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
時
期
に
来
日
し
た
就
学
生
に
は
、
進
学
や
就
職
と
い
っ
た
目
標
を

達
成
し
、

ニ
ュ

l
カ
マ

l
の
中
国
人
社
会
の
中
核
を
形
成
し
て
い
く

層
が
含
ま
れ
て
い
る
。

八
八
年
に
来
日
し
た
就
学
生
は
、
九

O
年
に
進
学
の
時
期
を
迎
え

た
。
こ
の
年
の
大
陸
出
身
留
学
生
の
在
留
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
、

こ
の
中
に
か
な
り
の
数
の
進
学
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
就
学
生
の
中
に
は
非
合
法
に
残
留
す
る

者
も
少
な
く
な
く
、
九

O
年
時
点
で
一
万
人
を
超
え
た
非
合
法
在
留

北
大
文
学
部
紀
要

:在留資格別新規入国者数

中華人民共和国 i仁A1 湾 香 港

留学生 就学生 研修生 留学生 就学生 留学生 就学生

1982 580 113 1，217 724 829 14 22 

1983 491 160 1，495 850 1，287 13 28 

1984 438 251 2，122 925 1，101 12 31 

1985 943 1，199 2，541 794 2，184 11 41 

1986 1，178 2，126 2，848 899 4，029 10 76 

1987 1，350 7，178 2.688 928 1，839 19 94 

1988 1，626 28，256 3，840 961 1，113 15 128 

1989 2.242 9，143 3，496 1，026 1，279 14 83 

1990 2.632 10，387 7，624 1，229 1，563 23 118 

1991 2.498 ※8，099 10.668 1，115 1，877 22 140 

1992 2，860 ※16，263 15，054 1，075 1，612 27 113 

1993 2，909 9，162 15，688 1，086 1，225 31 77 

1994 2，561 4，415 14，750 902 890 21 38 

1995 2，600 2，491 16，009 859 886 
」
20 44 

表 1

※1991年 10月期のビザ発給が 1992年にずれ込んだため，数字が不正確
になっている。 r出入国管理統計年報』より筆者作成
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中
国
人
就
学
生
の
窓
治
と
ネ
ッ
ト
ワ

i
ク

入
陪
審
査
が
厳
し
く
な
る
一

そ
の
後
年
々
増
加
す
る
非
合
法
務
寂
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
九

O
年
頃
か
ら
就
学
生
の

研
修
生
と
し
て
来
日
す
る
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
大
陸
出
身
就
学
金
の
新

の
入
国
審
査
の
厳
格
化
は
就
学
生
の
入
閣
に
大
き
な
影
響
そ
及
ぽ

U
、
こ
の

そ
し
て
、

者
数
の
ほ
と
ん
刊
に
そ
、
品
就
学
生
が
占
め
て
い

規
入
国
者
数
は
讃
這
い

年
を
境
と
し

も
に
新
規
入
関
の
就
学
生
数
は
急
減
し
て
い
っ
た
。

本
稿
の
調
交
は
、
就
学
生
が
最
も
多
く
「
就
学
生
問
題
L

が
最
も
深
刻
だ
っ
た
持
期
な
は
ず
し
た
惑
は
あ

就
学
生
が
多
か
っ
た

時
期
の
綴
後
に
行
わ
れ
た
も

こ
と
は
で
き

。
ぅ

一
一
、
閥
査
概
要

4 

J
R
大
久
保
駅
・
新
大
久
保
駅
・

定
校
の
自
本
語
学
校
に
在
籍
す
る
、
中
国
系
の
就
学
生
で
あ
る
。
謁
査
時
点
で
該
当
す
る

調
議

の
問
沼
に
校
舎
を
持
ち
、

(
巨
艦
協
〉

留
学
生

へも
C
3
:

A

〈
Z
J
L
T

…
六
校
で
あ
っ

に
お
け
る
対

教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
学
校
も
あ
る
た
め
、
概
算
で
七
八

O
人
前
後
で
あ
る
。
各
学
校
の
対
象
者
数
は

こ
の
う
ち
一
…
一

の
協
力
を
得
る
こ

で
き
た
。
こ
の

象
者
数
は
、

さ
ま
ざ
ま

二

O
O人
弱
が

枚
、
八

O
人
か
ら

。
人
が
四
校
、
五
四
人
と
一
一
…

0
人
が
一
校
づ
っ
で
、

そ
れ
以
外
は

り
人

艶
布
方
法
は
、

校
を
除
い
て
は
基
本
的
に

捜
業
が
始
ま
る
携
の
時
間
を
学
校
鵠
か
ら
い

ア
系

な
っ
て
い
る
。

以
下
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

い
て
、

る
集
会
調
査
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

-

F

W

令、J

、

中
九
・
刀

さ
た
の
は
結
局

校
だ
凶
り
で
あ
っ

そ
の
植
は
、
少
人
数
だ
っ
た
た
め
学
生

て
手
渡
し
た
の
が



校

い
た
結
を
震
か
せ
て
も
ら
い
、
自
由
に

っ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
五
校
、
学
校
側
に
配
布
を
依
頼
し
た

で
あ
る
。
陸
自
収
に
つ
い
て
は
、
記
布
留
的
慌
を
全
一
で
披
類
し
た
一
校
以
外
は
、
授
業
に
入
ら
せ

の
が
四
校
(
一
一
校
は
問
料
収
支
で
依
頼
し
た
)

て
い
た
だ
い
た
学
校
も
合
め
、
記
入
済
み

に
郵
送
し
て
も
ら
う
方
法
を
と
っ

v 
kω 

な
方
法
、
を
と
っ

回
収
さ
れ
た
。
艇
布
間
程
を
全
て
依
頼
し
た

校
を
除
く
と
、
間
段
数
と

配
布
数

一
七
二
/
二
一
四

に
一
月
間
い
も
の
で
あ
っ

実
際
の
分
析
で
は
、
門
口
本
で
の
滞
在
期
間
が

年
よ
り
長
い
ケ
i
ス
を
、
就
学
生
で
な
い

て
捺
外
し
た
。
こ
う
し
た
ケ

i
ス

れ
た
理
由
は
、

?
-
L
庁
回
同
、
A

TKBホ
カ

ら
友
人
の
分
ま
で
持
ち
探
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス

し
て
、

お
テ
レ
ホ
ン
カ

i
ド
を
配
布
し
て
い

「
家
族

誇
十
位
L

や

の
配
偶
者
等
」
の
ど
、
ザ
を
持
つ
入
、
が
、

日
本
語
学
校
に
勉
強
に
来
て
い
る
ケ
;
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
当
初
は
、
開
じ
中
国
系
で
あ
る
と
い
う
共
震
意
識
か
ら
関
銭
形
成
が
可
能
な
人
々
を
拡
く
扱
う
た
め
に
、
中
華
人
民
共
和
認
や
合

湾
の
間
籍
を
持
つ
人
々
だ
け
で
な
く
、
香
港
や
マ
レ
ー
シ
ア

5一一

つ
人
々
も
含
め
て
調
資
対
象
を
設
定
し
て
い
た
。
香
港
系
の
人
々

の
ケ
ー
ス

こ
と
が
で
き
た
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
系
な
ど
地
の
人
々
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
な
ケ
ー
ス
数
し

こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

-
台
湾
・
香
港
以
外
の
出
身
者
と
国
籍
不
明
者
に
つ
い
て
も
、

は
除
外
す
る
こ
と
に

し
た
が
っ
て
、
議
線
的
に
有
効
票
数
は

な
っ
た
。

な
お
調
査
票
一
は
、

も
の
そ
使
附
加
し
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
;
ク

… 、

デ

i
タ
の
特
性

今
回
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
特
性
に
つ
い

て
、
出
身
地
ご
と
段
差
異
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
連
べ
て
い
き
た
い
(
表

2
1
出
身
地

ご
と
の
ケ
!
ス
数
に
つ
い
て
は
、
大
陸
出

五

-
m
出
%
〉
、
台
誇
出

身
者
が
一
八
(
八
・
七
%
〉
、
香
議
出
身
者

が
三
七
(

七
・
九
%
)
で
あ
っ

に
つ
い
て
は
、
北
京
出
身

。
(
一
八
・
九
%
可
上
海
出
身
者

品

3
3
2
4
1

、、

カ
二
干
J

-
九
%
〉
、
東
北
三
省

竜
江
省
・

-
遼
寧
省
)

五

-
0
%
)
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
の
平
均
は
一

国
籍
に

五
*

よ
る
有
意
な
兼
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

事事寧

事事宇

事事事

寧卒事

申ヰ

卒牢牢

数 20什 i152(73.4) 118(8.7) 137(17.9) 

(%) 11 55.1 1161.8 I 22.2 I 43 
(歳)11 25.7 1125.9 1 25.8 1担 8

壁高 校11 51.9 11 42.1 166.7186.1 

(%) 短大以上11 48.1 11 57.9 1 33.3 1 13.9 

来日時に家族・友人 36.7 I 40.6 札 7 1 17.1 

世話にや関人友人 36.2 11 39.9 1 26.7 1 25.7 

なった入日本人・業者 14.9 11 10.9 1 13.3 1 31.4 

(%)なし 12.2 R 8.71 13.3 1 25.7 

在期諮問)" 11.1" 11.1 ， 9.8 I 11.5 
月収(問)11133，83011 137，318 1137，1431113，260 

アルパイト/収入(%)11 66.3 11 77.8 1 16.1 I 50.0 

貯審(丹)11 28，579 1135，753 i 6，250 1 8，857 
日本語新関雑誌11 46. 4 11 42.8 1 50 . 0 I 59.5 

(%)テレビ 63. 3 I1 58 . 6 1 66 . 7 1 81. 1 

中関語新聞雑誌 54.1 11 64.5 1 33.3 1 21. 6 

{%)ビデオ 20.4 1133‘3 1 16.2 1 20ι 

湾臨希望(%)11 49.3 11 56.6 1 27.8 1 29.7 

スケ

本幸事

-6 

牢卒中p<.01 卒事pく.05
年齢・滞悲鶏播・収入・アルバイト/収入・アルバイト・貯蓄は分散分

析，その他はカイニ乗検定



性
別
は
男
性
が
若
干
多
く
、
こ
れ
は
大
陸
出
身
者
に
男
性
が
有
意
に
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
『
在
留
外
国
人
統
計
』
を
元
に
新
規
入

国
者
総
数
の
男
女
比
を
計
算
し
て
み
て
も
、
大
陸
出
身
者
に
男
性
が
多
く
台
湾
出
身
者
に
女
性
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調

査
で
得
ら
れ
た
デ
l
タ
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
既
婚
者
は
一
四
・
七
%
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
配
偶
者
が
日
本
に
い
る

の
は
全
体
の
三
・
八
%
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
配
偶
者
と
の
関
係
に
よ
り
回
答
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
と
言
え
る
。

学
歴
に
つ
い
て
は
、
大
陸
出
身
者
に
大
卒
者
が
多
く
、
他
の
地
域
の
出
身
者
と
比
較
し
て
顕
著
に
高
学
歴
で
あ
り
、
こ
れ
は
性
別
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
で
も
有
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
様
々
な
実
態
調
査
や
、
筆
者
が
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て

得
た
知
見
な
ど
と
も
合
致
す
る
。
父
親
の
職
業
を
見
て
み
る
と
、
大
陸
出
身
者
は
専
門
職
(
三
八
・
九
%
)
管
理
職
さ
二
・
八
%
)
が
多

く
、
高
学
歴
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
位
の
高
い
家
庭
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
台
湾
出
身
者
は
自
営
業
・
経
営
者
(
七

二
二
一
%
)
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
香
港
出
身
者
は
運
輸
職
・
生
産
工
程
現
業
(
三
六
・
八
%
)
自
営
業
・
経
営
者
(
二
八
・
九
%
)
が

-7 

多
く
、
あ
ま
り
高
い
地
位
の
家
庭
の
出
身
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

来
日
時
に
世
話
に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
大
陸
出
身
者
は
家
族
・
親
族
に
加
え
て
中
国
人
の
友
人
を
挙
げ
る
傾
向
が
あ
り
、
台
湾
出

身
者
は
大
陸
出
身
者
よ
り
も
家
族
・
親
族
を
挙
げ
る
傾
向
が
あ
る
。
香
港
出
身
者
は
日
本
人
の
友
人
や
業
者
を
挙
げ
る
傾
向
が
あ
る
一
方

で
、
世
話
に
な
っ
た
人
が
誰
も
い
な
か
っ
た
ケ

1
ス
が
二
五
・
七
%
も
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
香
港
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
欠
如

を
示
す
と
い
う
言
う
よ
り
は
、
大
陸
出
身
者
や
台
湾
出
身
者
の
場
合
、
中
国
人
在
留
者
数
の
急
増
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
、
日
本
国
内

で
あ
る
程
度
の
生
活
基
盤
を
確
立
し
た
層
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
最
近
で
は
そ
れ
を
頼
っ
て
来
日
す
る
ケ

l
ス
が
多
い
と
言
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

滞
在
期
間
は
、
二
年
以
内
の
ケ

l
ス
に
限
定
し
て
分
析
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
意
な
差
は
な
か
っ
た
。

一
カ
月
の
収
入
に
つ

い
て
は
、
大
陸
出
身
者
と
台
湾
出
身
者
が
ほ
ぽ
同
じ
約
一
三
万
七
千
円
、
香
港
出
身
者
が
約
一
一
万
三
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
香
港
出
身

者
が
若
干
低
い
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
収
入
に
占
め
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
比
率
を
見
る
と
、
大
陸
出
身
者
が
七
七
・
八
%
と
群
を
抜
い
て
高

く
、
大
陸
出
身
者
が
生
活
費
の
大
半
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
依
存
し
て
い
る
状
況
が
、

は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
者
の
比
率
が
八
五
・
六
%
と
、
他
の
二
者
と
比
較
し
て
か
な
り
高
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
大
陸
出
身
者
の
場
合
、
出
身

地
域
の
経
済
状
態
か
ら
、
仕
送
り
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
こ
う
し
た
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
カ
月
の
貯
蓄
額
に
つ
い
て

も
、
大
陸
出
身
者
は
他
の
二
者
と
比
較
し
て
顕
著
に
多
い
。
学
生
の
場
合
、
学
費
や
進
学
費
用
の
支
払
い
に
備
え
て
貯
蓄
の
必
要
も
出
て

く
る
が
、

そ
れ
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
大
陸
出
身
者
の
貯
蓄
志
向
の
高
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
貯
蓄
指
向
の
高
さ
は
、
高

-8 

水
準
の
生
活
へ
の
欲
求
や
将
来
に
対
す
る
不
安
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な
事
業
の
開
業
を
想
定
し
た
資
本
蓄
積
と
し
て
も
、
積
極

的
に
捉
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
語
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
状
況
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
読
ん
で
い
る
人
が
全
体
の
四
六
・
四
%
、
日
本
の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人
が
全
体

の
五
八
・
六
%
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
数
字
が
高
い
か
ど
う
か
、
判
断
の
元
に
な
る
材
料
を
筆
者
は
持
っ
て
い
な
い
。
出
身
地
別
で
は
、
香

港
・
台
湾
・
大
陸
の
順
で
接
触
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

な
か
っ
た
こ
と
は
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
テ
レ
ビ
番
組
と
し
て
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
挙
げ
た
回
答
者
が
少
な
く

中
国
語
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
状
況
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
読
ん
で
い
る
人
が
五
四
・
一
%
、
香
港
や
大
陸
・
台
湾
の
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る
人

が
二

0
・
四
%
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
新
聞
名
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
新
聞
が
一
七
・
六
%
、
半
月
文
摘
が
二
ニ
・
O
%
、
中
文
導
報
が
一

0
・

二
%
と
、
日
本
で
ニ
ュ

l
カ
マ

1
の
中
国
人
が
発
行
し
て
い
る
新
聞
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
地
と
な
っ
た
J
R
新
大
久
保
・



大
久
保
・
高
田
馬
場
駅
の
周
辺
で
は
、
こ
う
し
た
同
胞
向
け
の
新
聞
の
販
売
や
ビ
デ
オ
の
レ
ン
タ
ル
を
行
う
商
屈
が
、
当
時
七
庖
ほ
ど
営

業
し
て
お
り
、
東
京
圏
の
中
で
も
密
度
の
高
い
地
域
で
あ
っ
た
。
新
聞
の
場
合
、
学
校
な
ど
で
無
料
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
状
況
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
な
特
性
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
。

居
住
分
布
は
、
や
は
り
学
校
の
あ
る
新
宿
区
内
が
三
四
・
四
%
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
隣
接
す
る
中
野
区
の
一
三
・
O
%
や
豊
島
区
の
五
・

六
%
、

さ
ら
に
そ
の
外
側
の
杉
並
区
の
一
了
一
%
や
板
橋
区
の
五
・
六
%
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
奥
田
道
大
を
中
心
と
し
た
二
回

目
の
池
袋
調
査
で
は
、
都
心
の
集
住
地
域
か
ら
そ
の
周
辺
へ
と
、
外
国
人
の
居
住
地
域
が
拡
大
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

(
奥
田
、

一
九
九
五
、

一
七
ペ
ー
ジ
)
。
周
辺
地
域
に
お
け
る
、
以
前
の
外
国
人
居
住
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
と
何
と
も
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も

調
査
時
点
に
お
い
て
は
、
居
住
の
集
中
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
年
後
の
希
望
居
住
地
に
関
す
る
質
問
で
は
、
「
日
本
」
「
母
国
」
「
日
本
以
外
の
外
国
」
「
日
本
と
母
国
の
両
方
を
行
っ
た
り
来
た
り
」

「
わ
か
ら
な
い
」
の
五
つ
の
選
択
肢
を
設
け
た
が
、
大
陸
出
身
者
に
お
い
て
「
母
国
」
と
い
う
回
答
が
顕
著
に
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
表
二
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で
は
「
母
国
」
と
回
答
し
た
ケ

l
ス
を
「
帰
国
希
望
」
と
し
て
扱
い
、
「
母
国
」
と
そ
れ
以
外
で
集
計
し
て
み
た
が
、
や
は
り
大
陸
出
身
者

の
帰
国
希
望
は
有
意
に
高
か
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
帰
国
促
進
政
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
回
答
者
が
そ
れ
を
意
識
し
て
建
て

前
を
答
え
た
結
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
大
陸
出
身
者
の
在
留
者
数
の
増
加
が
頭
打
ち
に
な
る
可
能
性
を
示
す
デ
l
タ
で
あ

る
。
ま
た
、
帰
国
希
望
と
滞
在
期
間
と
の
聞
に
有
意
な
相
関
関
係
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

四

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
の
設
定

今
回
の
調
査
で
は
、
九
つ
の
関
係
領
域
に
つ
い
て
、
寸
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を

相
談
で
き
る
人
」
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
質
問
し
て
い
る
。
こ
の
九
つ
の
領
域

を
、
知
り
合
っ
た
場
所
[
出
身
地
|
日
本
]
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

〔
中
国
人
|
日

本
人
]

の
二
軸
を
基
準
と
し
て
四
つ
の
関
係
領
域
に
統
合
し
、
こ
れ
を
元
に
五

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
を
作
成
し
た

(図
1
)
。
す
な
わ
ち
、
「
ち
ょ
っ
と
し

た
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
L

が
、
出
身
地
で
獲
得
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
家
族
・

親
族
を
含
む
)
に
限
ら
れ
る
「
回
帰
型
L

、
来
日
後
に
知
り
合
っ
た
中
国
人
に
ま

で
拡
が
っ
た
「
エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
創
出
型
」
(
以
下
「
創
出
型
」
)
、
さ
ら
に
そ
れ

が
日
本
人
に
ま
で
拡
が
っ
た
「
日
本
社
会
参
与
型
」
(
以
下
「
参
与
型
」
)

る
。
そ
し
て
、
出
身
地
で
知
り
合
っ
た
日
本
人
を
挙
げ
て
い
る
人
は
、
来
日
前

か
ら
日
本
で
の
生
活
に
有
利
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
か

ら
、
他
の
関
係
領
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
無
に
限
ら
ず
、
「
外
部
支
援

型
」
(
以
下
寸
支
援
型
」
)

と
し
て
分
類
し
た
。
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
場

合
は
「
孤
立
型
」
と
し
た
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
数
が
少
な
い

(
四
ケ

i
ス
) で

あ

[関係領域の拡大]

(家族・親戚，出身地で知り合った中国人): A 

→(日本で知り合った中国人): B 

→(日本で知り合った日本人): C 

[外部支援]

(祖国で知り合った日本人): D 

た

類型の設定
回帰型(60)・..........................A

エスニック集団創出型仰)……A+B
日本社会参与型倒…・………..A+B+C
外部支援型倒)….....・H ・...……D+α
孤立型(4)……………なし=分析では除外

4 

図ネットワーク類型の設定
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め
、
実
際
の
分
析
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。

孤
立
型
を
除
外
し
た
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
を
用
い
た
分
析
で
は
、
有
効
票
数
が

二
O
三
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
該
当
す
る
ケ

l
ス
数
は
、
「
回
帰
型
」
が
六

O
、
「
創

出
型
」
が
七
二
、
「
参
与
型
し
が
四
二
、
ー
支
援
型
」
が
二
九
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型

と
出
身
地
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
有
意
な
差
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
滞
在
期
間
と

の
関
係
を
最
頻
値
に
よ
り
見
て
み
る
と
(
表
3
)
、
回
帰
型
が
最
初
の
六
カ
月
、
創
出
型
が
半

年
過
ぎ
か
ら
一
年
、
参
与
型
が
一
年
過
ぎ
か
ら
一
年
半
と
、
滞
在
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
ネ
ツ

ト
ワ
1
ク
が
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
最
後
の
一
年
半
過
ぎ

か
ら
二
年
の
段
階
で
、

一
度
減
少
し
た
回
帰
型
と
創
出
型
が
再
び
盛
り
返
し
て
い
る
の
は
、

ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
人
就
学
生
が
日
本
社
会
の
排
他
性
に
押
し
戻
さ

れ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
調
査
時
点
が
六

月
で
あ
り
、
来
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
半
の
時
点
で
日
本
の
大
学
や
専
門
学
校
の
新
年
度
が

始
ま
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
進
学
で
き
な
か
っ
た
人
に
回
帰
型
や
創
出
型
が
多
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
後
者
の
方
が
妥
当
な
説
明
で
あ
ろ
う
。

類
型
ご
と
に
、
「
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
L

の
総
数
を
見
て
み
る
と
、
回
帰

型
か
ら
創
出
型
、
参
与
型
へ
と
い
っ
た
、
関
係
領
域
の
拡
大
が
そ
の
ま
ま
総
数
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
総
数
の
内
訳
に
お
け
る
日
本
で
知
り
合
っ
た
中
国
人
の
数

北
大
文
学
部
紀
要

表 3 類型別の滞在期間と相談できる人の数

[Jケス数 7カ月 : 1年1カ月:1年7カ月 相談:総数 相談:日本
~6 カ月 ;で知りあった

l年 : 1年6カ月年 (人中国人(人)

回帰型 60( 29.5) 36.5 19.0 28.7 36.4 3.00 :~ 
創出型 72( 35.5) 32.7 42.9 33.3 36.4 4.81 3.12 

参与型 42( 20.7) 7.7 21. 4 28.7 18.2 9.39 1.88 

支援型 29( 14.3) 23.1 16.7 9.2 9.1 9.21 1.50 

戸 203(100.0) 25.6 20.7 42.9 10.8 5.81 2.34 

本 本事申 本申

滞在期間はカイ二乗検定，相談で本p<.10 
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卒中申pく.01 本本p<.05 
きる人の数は分散分析



中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
見
て
み
る
と
、
創
出
型
よ
り
も
参
与
型
の
方
が
有
意
に
少
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
日
本
社
会
へ
の
参
入
が
中
国
人
同
士
の
関
係
か
ら
の
離
脱

を
と
も
な
う
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

玉
、
類
型
聞
の
移
行
を
促
す
要
因
一
従
属
変

数
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

次
に
類
型
聞
の
移
行
に
つ
い
て
、
日
本
で
出
会
っ
た
人
と
の
関
係
形

成
(
回
帰
型
↓
創
出
型
・
参
与
型
)

と
日
本
人
と
の
関
係
形
成
(
回
帰

型
・
創
出
型
↓
参
与
型
)

と
い
う
二
つ
の
局
面
に
関
し
て
、
分
析
を
行

、A-
r

-

、A

B
ν
+
h
B
V
 

(図
2
)
。(

一
)
日
本
で
出
会
っ
た
人
と
の
関
係
形
成

(
回
帰
型
↓
創
出
型
・
参
与
型
)

回
帰
型
か
ら
の
脱
出
要
因
、
す
な
わ
ち
日
本
で
出
会
っ
た
人
と
関
係

を
生
み
出
す
要
因
(
表
4
)
を
見
て
み
る
と
、
居
住
形
態
と
学
歴
の
二

つ
に
つ
い
て
有
意
な
差
が
存
在
し
た
。
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
、
知
人

中国人

出
身
地
域

|外部支援型|

日本人

図 2 類型聞の移行
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の
家
・
ホ

l
ム
ス
テ
イ
、
寮
、
自
分
で
借
り
た
部
屋
の
順
で
、
日
本
で
出
会
つ

た
人
と
関
係
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

居
住
形
態
に
起
因
す
る
他
者
と
の
接
触
機
会
の
相
違
が
、

そ
の
ま
ま
反
映
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

学
歴
に
つ
い
て
は
、
高
学
歴
者
の
方
が
日
本
で
出
会
っ
た
人
と
関
係
を
形
成

せ
ず
、
回
帰
型
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
一
般
的

に
、
学
歴
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
は
正
の
相
関
関
係
を
持
つ
と
さ
れ
て
お
り
、

関
係
領
域
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
関
係
は
反
映
す
る
と
仮
定
さ
れ
て

一
般
的
な
知
見
と
は
逆
の
関
係
が
見

い
る
は
ず
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

学
歴
の
高
さ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
の
拡
大
を
も
た
ら
す
理
由
と
し
て

は
、
関
係
形
成
の
機
会
の
多
さ
や
、
関
係
整
序
の
た
め
に
投
入
可
能
な
資
源
が

多
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
人
就
学
生
の
場
合
、
国
境
を

越
え
た
長
距
離
移
動
を
経
験
し
た
た
め
か
、
来
日
前
か
ら
所
有
し
て
い
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
規
模
(
「
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
」
の
数
)
に
、
学

歴
に
よ
る
有
意
な
差
が
な
く
、
出
身
地
と
の
経
済
格
差
の
影
響
で
、
所
有
す
る

資
源
に
つ
い
て
も
大
き
な
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
歴
が
逆

北
大
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要

表4・日本てー出会った人と関係を生み出す要因(回帰型→創出型・参与型)

知人の家i
寮
i自分で借

校(短大以上ケース数 ホーム・ステイ: Jりた部屋高

回 帰 型 60(34.5) 65.2 38.5 28.2 26.4 43.4 

創出・参与型 113(65.5) 34.8 61.5 71.8 73.6 56.6 

~ ホホホ ホキ

カイ二乗検定*事p<.05 ヰキキp<.01 

表5・日本人との関係を生み出す要因(回帰型・創出型→参与型)

アノレノfイト 知人の家: :自分で借り 中国語新聞
全 体

してない( してる ホーム・ステイ:
寮

Jた部屋 購読!無購読

回帰・創出型 132 (75.9) 88.1 72.7 91.3 84.6 71.8 81.7 70.7 

参与型 42 (24.1) 11.9 27.3 8.7 15.4 28.2 18.3 29.3 

レ~l ホネ ネ 本

カイ二乗検定
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中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

効
果
を
持
つ
理
由
を
、
関
係
形
成
の
必
要
性
の
認
識
や
技
術
と
い
っ
た
も
の
に
も
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、

そ
う
し
た
認
識

や
技
術
は
、
学
歴
が
低
い
者
の
方
が
高
い
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

(
ニ
)
日
本
人
と
の
関
係
を
生
み
出
す
要
因
(
回
帰
型
・
創
出
型
↓
参
与
型
)

参
与
型
へ
移
行
す
る
要
因
、
す
な
わ
ち
日
本
人
と
の
関
係
を
生
み
出
す
要
因
(
表
5
)
を
見
て
み
る
と
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
居
住
形
態
、

華
字
紙
の
購
読
の
三
つ
に
つ
い
て
、
有
意
な
差
が
存
在
し
た
。

ま
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
者
は
し
て
い
な
い
者
よ
り
も
、
日
本
人
と
の
関
係
を
作
り
出
す
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

が
、
日
本
人
と
の
関
係
を
作
り
出
す
上
で
重
要
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
地
域
分
布
を
見
る
と
、
居
住
地

14 

た
。
収
入
の
多
く
を
ア
ル
バ
イ
ト
へ
依
存
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
人
就
学
生
に
と
っ
て
は
、
学
校
や
地
域
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
分
布
よ
り
も
広
範
囲
に
拡
が
っ
て
お
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
は
生
活
圏
の
拡
大
に
も
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

居
住
形
態
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
の
関
係
を
生
み
出
す
要
因
と
同
様
に
、
知
人
の
家
・
ホ

l
ム
ス
テ
イ
、
寮
、
自
分
で
借
り
た
部
屋
の

順
で
、

日
本
人
と
の
関
係
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
生
活
の
自
立
と
い
う
点
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
同
様
の

意
味
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
中
核
で
あ
る
華
字
紙
の
購
読
者
は
、
日
本
人
と
の
関
係
を
形
成
し
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
結
果
も
得
ら

れ
た
。
華
字
紙
が
出
身
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
帰
国
希
望
の
高
さ
故
に
日
本
人
と
の
関
係
を
形
成
し
な
い
と
言
え
る
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
購
読
さ
れ
て
い
る
華
字
紙
の
多
く
は
、

ニ
ュ

1
カ
マ

1
の
中
国
人
が
同
胞
向
け
に
発
行
し
て
い
る
新
聞
で
あ
る
。
創

出
型
か
ら
参
与
型
へ
の
移
行
が
、
中
国
人
と
の
関
係
か
ら
の
離
脱
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
華
字
紙
の
存
在
は



中
国
人
就
学
生
を
中
国
人
社
会
に
つ
な
ぎ
止
め
て
お
く
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
、
言
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。社

会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
与
え
る
影
響
一
独
立
変
数
と

し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

-、、
】

J

最
後
に
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
個
人
の
生
活
や
将
来
設
計
に
与
え
る
影
響
を
考
察

し
て
み
た

(表
6
)
。
今
回
の
調
査
で
は
従
属
変
数
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
が
少
な
く
、

考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
生
活
圏
の
拡
が
り
と
帰
国
希
望
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
東
京
都
内
を
中
心
と
し
た
こ
二
地
点
に
つ
い
て
、
「
よ
く
行
く
」
寸
行
つ

た
こ
と
が
あ
る
」
「
な
い
」
の
三
段
階
で
、
生
活
圏
の
拡
が
り
を
質
問
し
て
い
る
。
地
点
数

の
平
均
は
「
よ
く
行
く
L

が
二
・
七
一
カ
所
、
「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
は
一
一
・
六
四
カ
所

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
と
の
聞
に
は
「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

に
つ
い
て
の
み
有

意
な
差
が
見
ら
れ
た
。
「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
地
点
を
見
て
み
る
と
、
回
帰
型
、

創
出
型
、
参
与
型
と
い
う
順
に
、
関
係
領
域
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
生
活
圏
も
拡
大
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
支
援
型
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
が
大
き
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
創
出
型
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
地
点
数
で
あ
り
、
来
日
前
か
ら
持
つ
日
本
人
と
の

関
係
は
、
生
活
圏
の
拡
大
と
あ
ま
り
相
関
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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表 6 ネットワーク類型と生活圏・帰国希望

l 回帰型|創出型|参与型|支援型体

一日一三

0
0

一
F
D
一
7
e
一
つ
臼
一
ワ
t

一
Fhd

↑口百一

14
一句
t

一

二

二

二

二

-

一

-
一
二
ハ
U

一
7
a
一ハ
U

一d
今一

ιu
一

つi
u

一
T
よ
一
つ
“
一

1
i

一つ
ω

一つ
J

一

一

q
J

一
つ
“
一
ハ
U

一
P
O
一
日
目
一
ハ
U

一つ
μ

一

QU
一
F
D

一

二

二

二

二

二

-
一
・
一

1
E
ム一

nバU

一
a
a

一
nJh
“一

n
r
“一

つ
μ

一つ
d

一つ
d

一
つ
“
一
一
つ
臼
一

1
ょ一

FU一

ιu
一つ
d

一q
J

一良
U

一
1
i

一にり一

月

i

一
ι
u
-
-
一
・
一
・
一
・
一
・
一

。，
u
ι
1
1

一に
d
J
1
i

一
一
守
i

一

一

0
0

一
1
i

一。
a

一今、
υ

一
1
1

一
q
u

一
1
1

一

つ
“
一
つ
ω

一

二

二

二

二

-

一

-
一
二

q
d

一つ
J

一
F
b

一ヴ
t

一
FLD
一

つ
ム
一
ハ
U

一
n
b
?
1
1
ι

一
1
よ
一
一

14
一
4
一
8
一
7
一
5
一
4
一
O
一

々
t

一
n
b

一

二

二

二

二

二

-
一
・
一
日
U

一
η
i

一ι
U

一白
d

一ワ
t

一

q
L

一
1
i
-
a
佐
一
市
i

一

一

1
i

一

一

耕
一
劃
一
望
一
ぃ
一
本
一
抱
一
恒
一

点
…
鴇
一
一

c
一
-
一
位
一
外
一

仙
一
叫
一
希
一
な
一
一
向
山
一
任
一

:
一
(
一
一
ら
一
一
斑
一
外
一

札
一
る
一
国
一
》
一
一
計
一
以
一

〈
一
一
一

1
一
一
本
一
本
一

よ
一
あ
一
帰
一
わ
一
日
一
日
一
日
一

全

ヰヰヰp<.01 村 p<.05 生活圏は分散分析
将来設計は I帰国希望J Iわからない」のみ分析した。該当カテゴリー
とそれ以外との 2カテゴリーに統合して，カイ二乗検定をしている。
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中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

帰
国
希
望
に
つ
い
て
は
、
関
係
領
域
の
拡
大
と
と
も
に
低
下
が
見
ら
れ
、
回
帰
型
や
創
出
型
と
参
与
型
と
の
聞
で
は
顕
著
な
差
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、

四
類
型
と
の
ク
ロ
ス
集
計
に
お
い
て
、
有
意
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、
参
与
型
に
お
い
て
「
わ
か
ら
な
い
し
と
い
う
回
答
が

顕
著
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
帰
国
へ
の
迷
い
と
し
て
日
本
へ
の
滞
在
希
望
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
参
与
型
の
場
合
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
な
ど
、
日
本
社
会
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
関
係
領
域
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
が
拡
大
し
、
特
に
日
本
人
と

の
関
係
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
帰
国
を
選
択
し
づ
ら
く
な
る
と
い
う
の
が
、
典
型
的
な
流
れ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
支
援
型
が
帰
国
希
望
を
持
た
な
い
理
由
は
、

お
そ
ら
く
参
与
型
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
支
援
型
と
参
与
型
を
比
較

し
て
有
意
な
差
が
あ
っ
た
の
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
居
住
形
態
で
あ
っ
た
。
支
援
型
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
な
い
傾
向
が
強
く
、
居
住

て
、
参
与
型
ほ
ど
に
は
、
支
援
型
は
日
本
社
会
に
積
極
的
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
支
援
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

16 

形
態
に
つ
い
て
も
、
自
分
で
部
屋
を
借
り
る
よ
り
は
、
知
人
の
家
に
住
ん
で
い
た
り
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
。
し
た
が
っ

を
見
て
み
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
は
大
き
い
が
、

日
本
で
知
り
合
っ
た
中
国
人
と
の
関
係
は
少
な
く
、
来
日
当
初
か
ら
日
本
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
部
で
生
活
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
帰
国
希
望
を
持
た
な
い
こ
と

(
最
初
か
ら
帰
国
希

望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
)

は
、
支
援
型
に
と
っ
て
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

七
、
結
語

本
論
で
は
、
中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
大
量
調
査
の
デ
ー
タ
を
元
に
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

ニ
ュ

l
カ
マ
ー
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
の
場
合
、
中
国
人
だ
け
に
絞
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
が
少
な
く
(
伊
藤
一
一
九
九
五
)
、

大
工
り
に

就
学
生
な
ど
特
定
の
層
だ
け
を
扱
っ
た
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
章
の
生
活
実
態
の
記
述
だ
け
で
も
、
今
回
の
分
析
は



貴
重
な
報
告
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
以
降
で
は
、
関
係
領
域
の
拡
大
に
着
目
し
て
作
成
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
類
型
を
用
い
て
、
中
国
人
就
学
生
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ

l

ク
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
回
帰
型
か
ら
エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
創
出
型
・
日
本
社
会
参
与
型
へ
の
移
行
(
日
本
で
出
会
っ
た
人
と
の
関
係
形
成
)

で
は
、
寮
や
自

分
で
借
り
た
部
屋
な
ど
、
他
者
と
の
接
触
が
多
い
居
住
形
態
が
影
響
し
て
お
り
、
学
歴
の
高
さ
は
逆
に
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

2
、
回
帰
型
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
創
出
型
か
ら
日
本
社
会
参
与
型
へ
の
移
行
(
日
本
人
と
の
関
係
形
成
)

で
は
、
日
本
人
と
の
接
触
が

多
い
居
住
形
態
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
り
接
触
機
会
が
拡
大
す
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

3
、
日
本
人
と
の
関
係
形
成
は
、
中
国
人
と
の
関
係
か
ら
の
離
脱
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
華
字
紙
は
就
学
生
を
中
国
入
社
会
に
つ
な
ぎ

よ
り
中
国
人
と
の
関
係
を
選
択
し
、
創
出
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
層
の
存
在
を
示
し
て
お
り
、

エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
創
出
型
の
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止
め
る
効
果
を
持
ち
、
華
字
紙
を
購
読
す
る
就
学
生
は
、

日
本
人
と
の
関
係
を
形
成
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人

詳
細
な
分
析
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

4
、
関
係
領
域
の
拡
大
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
模
や
生
活
圏
の
拡
大
を
生
み
出
す
。
そ
の
一
方
で
、
形
成
さ
れ
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ

1

ク
は
、
将
来
設
計
に
対
し
て
影
響
を
及
ぽ
し
、
特
に
日
本
人
と
の
関
係
を
有
す
る
就
学
生
の
場
合
、
帰
国
を
希
望
し
な
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

日
本
で
は
、

八

0
年
代
以
降
に
来
往
し
た
ニ
ュ

1
カ
マ
!
と
呼
ば
れ
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
定
住
化
に
関
す
る
結
論
を
急
ぎ
過
ぎ
る
傾

向
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

ニュ

l
カ
マ
!
の
中
国
人
に
対
す
る
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
、

日
本
に
定
住
化
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
わ

北
大
文
学
部
紀
要



中
国
人
就
学
生
の
生
活
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
な
い
と
い
う
回
答
が
、
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
「
落
葉
帰
根
」
を
思
い
描
い
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
た
ち
が
、
最
終
的
に
異
境

の
地
に
骨
を
う
ず
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
滞
在
の
長
期
化
が
様
々
な
関
係
や
利
害
を
生
み
出
し
、

や
が
て
そ
う
し
た
も
の
に
拘
束
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、
結
果
的
に
「
定
住
化
」
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
寸
移
住
し
と
い
う
問

題
を
考
え
る
上
で
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
は
大
き
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
。

註
ω
筆
者
は
こ
の
調
査
の
中
国
人
部
門
を
担
当
し
た
。
調
査
全
般
に
わ
た
っ
て
は
、
石
川
智
香
子
氏
(
東
京
都
立
大
学
大
学
院
)
の
多
大
な
る
協
力
を
得
た
。
ま

た
、
デ

i
タ
入
力
や
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
過
程
で
は
、
田
中
恵
氏
(
東
京
都
立
大
学
大
学
院
)
と
石
川
祐
介
氏
(
東
京
大
学
大
学
院
一
調
査
当

時
)
の
協
力
を
得
た
。
分
析
過
程
に
お
い
て
は
、
代
表
者
の
西
津
晃
彦
氏
を
始
め
と
す
る
、
上
記
の
協
力
者
各
位
と
の
議
論
が
参
考
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
調
査
は
国
際
電
話
会
社
で
あ
る

I
T
J
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
別
稿
(
伊
藤
一
一
九
九
五
)
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
の
一
部
分
を
用
い
た
分

析
を
既
に
発
表
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
日
本
語
学
校
の
関
係
者
、
日
本
語
学
校
生
の
方
々
に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ω
日
系
人
の
場
合
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
エ
ス
ニ
ツ
ク
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
「
日
系
人
」
を
考
え
た
場
合
、
実
際
に
は
む
し
ろ
こ

れ
よ
り
も
多
く
の
人
々
が
日
本
に
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
人
の
中
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
籍
を
持
つ
中
国
帰
国
者
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
、
断
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
中
国
帰
国
者
の
正
確
な
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
中
間
帰
国
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
定
住
者
」
ビ
ザ

を
持
つ
人
の
数
は
、
一
九
九
五
年
の
時
点
で
三
万
六
五
三
人
で
あ
る
。

ω
本
稿
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
出
身
者
を
「
大
陸
出
身
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
単
に
園
名
が
長
く
反
復
に
よ
る
読
み
づ
ら
さ
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ

て
、
特
別
な
理
由
は
な
い
。

凶
八
四
年
か
ら
八
六
年
の
台
湾
出
身
就
学
生
の
急
増
期
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
、
大
陸
出
身
就
学
生
の
急
増
期
を
迎
え
た
こ
と
は
、
就
学
の
斡
旋
業
者
が

あ
る
程
度
重
複
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

問
調
査
時
点
に
お
い
て
も
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
日
本
語
学
校
の
校
長
先
生
か
ら
、
そ
の
年
の
一

O
月
の
就
学
生
の
入
国
許
可
件
数
が
前
年
の
十
分
の
一
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で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
日
本
語
学
校
の
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
校
長
先
生
の
見
解
は
、
書
類
の
偽
造
や
悪

質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
横
行
す
る
状
況
を
改
め
る
た
め
に
は
、
一
度
大
陸
出
身
の
就
学
生
の
入
国
を
完
全
に
閉
じ
て
し
ま
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た。

山
間
日
本
国
内
に
お
け
る
日
本
語
学
校
の
分
布
は
、
東
京
一
極
集
中
が
著
し
い
。
就
学
生
が
最
も
多
か
っ
た
時
期
で
あ
る
一
九
八
九
年
三
月
現
在
で
、
外
国
人
就

学
生
受
入
機
関
協
議
会
(
外
就
協
)
に
加
盟
す
る
日
本
語
学
校
は
、
東
京
二
三
区
内
に
全
国
の
七

0
・
四
%
が
集
中
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
外
就
協
は
、
日
振

協
設
立
二
九
八
九
年
)
以
前
の
一
九
八
六
年
に
、
就
学
生
の
健
全
受
入
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
九

O
年
に
は
解
散
し
た
団
体
で
あ
る
。
加
盟
校
は
日
振
協
と

あ
る
程
度
重
複
し
て
い
る
。

的
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
国
系
就
学
生
の
数
で
あ
っ
て
、
学
校
全
体
の
規
模
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

附
貯
蓄
志
向
と
独
立
志
向
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
(
伊
藤
一
一
九
九
五
)
に
お
い
て
も
う
少
し
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る
。

制
五
年
と
い
う
期
間
は
、
日
本
語
学
校
生
が
四
年
制
大
学
に
進
学
し
た
と
し
て
も
、
既
に
卒
業
し
て
い
る
時
期
を
考
え
て
設
定
し
た
。

側
フ
イ
ツ
シ
ャ
ー
が
行
な
っ
た
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
調
査
(
百
円
F
R
一
一
九
八
二
)
な
ど
で
は
、
こ
の
仮
説
は
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
大
谷
信
介
は
、
自
身
が

行
っ
た
四
国
調
査
や
中
四
国
調
査
で
は
中
卒
・
大
卒
・
高
卒
の
順
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
模
が
大
き
く
、
必
ず
し
も
正
の
相
関
関
係
で
は
な
い
と
し
て
反
論
を
加

え
て
い
る
(
大
谷
一
一
九
九
五
)
。

ω
段
躍
中
は
、
ニ
ュ

l
カ
マ

l
の
中
国
人
が
発
行
す
る
華
字
紙
が
、
民
主
化
運
動
を
支
え
る
政
論
紙
か
ら
、
留
学
生
・
就
学
生
を
支
え
る
生
活
情
報
紙
、
そ
し

て
滞
在
の
長
期
化
や
多
様
化
に
対
応
し
た
総
合
紙
へ
変
化
し
て
き
た
と
報
告
し
て
い
る
(
段
一
一
九
九
六
)
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
情
報
紙
で
あ
っ
た
時
期
は

日
本
社
会
へ
の
参
入
を
援
助
す
る
内
容
で
あ
っ
た
の
が
、
総
合
紙
に
な
っ
て
、
中
国
人
社
会
を
支
え
る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
活
情
報
紙
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
華
字
紙
の
購
読
は
逆
に
日
本
人
と
の
関
係
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

華
字
紙
を
読
む
か
ら
中
国
人
社
会
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
る
の
か
、
中
国
入
社
会
で
の
生
活
を
志
向
す
る
か
ら
華
字
紙
を
読
む
の
か
、
と
い
う
因
果
関
係
の
問
題

は
残
る
し
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

[
主
要
参
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文
献
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究
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学
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.
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0.
「
在
日
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L

一
八
一
七
一
ー
ー
八
六
.
財
団
法
人
中
国
研
究
所
.

莫
邦
富
.
一
九
九
二
.
『
ニ
ッ
ポ
ン
就
学
生
事
情
ジ
パ
ン
グ
を
め
ざ
し
た
中
国
人
た
ち

l
』
ア
ル
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.
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岡
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九
七
九
・
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社
会
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関
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の
構
造
化
と
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自
化
」
・
『
社
会
学
評
論
』
二
一
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一
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九
三
五
.

野
沢
慎
司
.
一
九
九
五
・
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
夫
婦
関
係
L
.

松
本
康
編
『
増
殖
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
勤
草
書
房
.
一
七
五
|
二
一
二
三
.

奥
田
道
大
・
田
嶋
淳
子
編
著
.
一
九
九
コ
一
.
『
新
宿
の
ア
ジ
ア
系
外
国
人
|
社
会
学
的
実
態
報
告
』
め
こ
ん
.

奥
田
道
大
・
田
嶋
淳
子
編
著
.
一
九
九
五
・
『
新
版
・
池
袋
の
ア
ジ
ア
系
外
国
人
回
路
を
閉
じ
た
日
本
型
都
市
で
は
な
く
』
明
石
書
庖
.

大
谷
信
介
.
守
現
代
都
市
住
民
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

i
北
米
都
市
理
論
の
日
本
的
解
読
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
・

大
塚
豊
.
一
九
九

0
・
寸
台
湾
か
ら
見
た
日
本
留
学
L

『
高
等
教
育
研
究
紀
要
』
三
一
一
九
四
一

O
一
.
財
団
法
人
高
等
教
育
研
究
所
.

岡
益
巳
・
深
田
博
己
.
一
九
九
四
.
『
中
国
人
留
学
生
と
日
本
』
白
帝
社
.

佐
々
木
明
.
一
九
八
九
・
寸
上
海
の
就
学
生
事
情
L

ぐ
る
l
ぷ
赤
か
ぶ
編
「
あ
ぶ
な
い
日
本
語
学
校
』
七
二
八
二
一
.
ア
ル
ク
・

薬
進
.
一
九
九

0.
「
在
日
中
国
人
留
学
生
の
推
移
と
現
状
」
『
季
刊
中
国
研
究
』
一
八
一
七
一

l
八
六
.
財
団
法
人
中
国
研
究
所
・

『
在
留
外
国
人
統
計
』
法
務
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入
国
管
理
局
↓
財
団
法
人
入
管
協
会
.

『
出
入
国
管
理
統
計
年
報
』
法
務
省
入
国
管
理
局
↓
財
団
法
人
入
管
協
会
.

『
国
際
人
流
』
財
団
法
人
入
管
協
会
.

『
月
刊
日
本
一
諸
』
ア
ル
ク
.

『
留
学
生
新
聞
』
株
式
会
社
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
.
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